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グリーンイノベーション基金事業／大規模水素サプライチェーンの構築／水素発電技術（混焼、専焼）の実機実証

既設火力発電所を活用した水素混焼／専焼発電実証

関西電力株式会社 水素事業戦略室 中田 博之
連絡先：https://www.kepco.co.jp

本事業では、水素発電の社会実装に資する運用技術の確立を目指し、既設火力発電所（姫路第二発電
所）に設置のガスタービン発電設備を活用した水素混焼発電実証を行い信頼性・安全性等の検証を行う。

事業期間 事業の目的

開始：2021年10月
終了：2026年3月

事業スケジュール

2021 2022 2023 2024 2025

機器仕様に係る諸元整理

事業費・工程の精査

技術課題の集約・整理

既設改造範囲の決定

据付・試運転工程の決定

水素発電時の安全対策の決定

運用方法の確定

水素要求品質の明確化

水素混焼発電実証

実証結果を踏まえた各種評価

FS 設計・製作 実証

実証設備全景

2025年度研究開発成果
●試験項目および試験結果

試験項目は、試験の目的およびその試験に伴うリスクを洗い出し、総合的に評価して選定。
水素ガス貯蔵量が限られることから、水素混焼率 10 vol.％ を基本として試験し、20 vol.% お
よび 30 vol.％ 混焼の試験は燃焼状態確認のみ実施。

計画通り試験は実施し、各試験での燃焼状態およびプラント挙動等を確認。

本実証において水素混焼率は最大30 vol.％まで運用できることを確認し、次段階（実装）に移行可能な状態となった。
水素発電を事業化するためには大規模で安価な水素の調達が課題となるため、水素調達コストを下げる様々な取り組み
を検討していく。

当社としても、ゼロカーボン火力推進手段の1つとして水素混焼発電および専焼発電に向けて取り組んでいく。

まとめ・商用化に向けた課題

●水素発電の広報活動

万博メディアデーでのPR

●30 vol.% 混焼達成プレスリリース

実証開始に合わせて水素発電の取り組みを広く情報発信するために、
PR動画やARコンテンツ等を制作し万博会場や当社HP上で公開。
（現在は公開終了）

万博開幕直前の2025年4月9日（メディアデー：報道陣向けの万博
会場の内覧会）には、EXPOホール「シャインハット」の壁面に、プロジェ
クションマッピングを実施。

万博会場に届けた水素由来電力を会場内で表示しPRした。
万博会場内での表示

試験項目 混焼率[vol.%] 目的（確認項目） 試験結果

燃焼状態確認 10, 20, 30
水素混焼運転静定時の燃焼状態の調整・確
認

30 vol.%混焼
達成

負荷変化試験 10
発電出力を変化させ、混焼状態や制御弁等の
追従性を含む機器挙動を確認

動作確認
異常なし

混焼率変化試験 10
混焼率を変化させ、混焼状態や制御弁等の追
従性を含む機器挙動を確認

水素遮断試験 10
瞬時に水素遮断しても、異常なく天然ガス専焼
で運転継続できることを確認

ランバック試験 10
運転状態を急変させた際に、緊急停止せず発
電出力を自動抑制することを確認

主な確認事項 静特性：燃焼状態・裕度 等 動特性：各弁の制御性、混合比の追従性、燃焼状態 等
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